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「スキーあそび -I 

こども天国冬もまた楽しー」
雪国の冬は長く、そして暗い。しかしそ乙に住む人々は、寒 • ホラ見られるようになった。当時その道のホープとして活組さ

い冬を明るく楽しく過ζす工夫を知っている。 れたメンパーで、娘スキー界の指導発展に尽くした万々が、ま

また、乙どもたちもいろいろな遊びを自ら発見し、っくりだ だ多く木町に現停されているようである。

してきた。 ι スキ戸熱の上昇と共に、こども用のスキーも市販されるに歪

雪だるま、雪合戦、スキー遊び、かまくら、はては落とし穴 ったが、 当時スネー問県lま高紐品で、しかもぜいたくなスポー

など、こどもたちはほおやチを赤くして結構冬を業しく過ごし ツ即日1として、庶民のこどもには高ねの花であり、手の届くと

ている。 ころではなく、従ってわれわれ庶民の子那は、背竹を用主主して

近年の乙どもたちは、雪が降ればまずスキーであり、スキ F きて二つに訓り、先のJjを火で曲げて簡易スキーを作って滑っ
はスポーツとはいうものの、乙どもたちの冬の遊びのシンボ／レ 白 たものである。

でもある。 その頃から、馬蔵山のふもと、 当時の町の小川温泉の薬師堂

スキーの歴史は古く、紀元前から、既に北欧原始民族の聞で ！ の裏山が、通称ヤク γサンのスキ戸場として指定され、学校か

使われていたことが明らかにされており、その発詳は、ノ／レウ ・ら帰るや直ちに、かの青竹製簡易スキーをかついでヤク、J叶ン
エーやスエーデンである。 ： へと走ったものである。
わが日本では江戸時代の末期に北地探検の間宮称蔵がはじめ 。 その頃、 市販のスキーは無言の内にヤク ァサンでも幅をきか

てとれを使用したとされている。 せたもので、われわれ背竹組は、はじめは多少の劣等感を感じ

近代スキーの受け入れは明治の末期で、北大の講師、スイス ： 広がらも、いつの間にかわれを忘れて楽しく滑ったものだ。
人ハンスが展初に日本ヘスキーを持参した。 ： その頃、スキー必どは明子に眠られたもので、若い女性でス
その後、明治45年、当時スエーデン公使の杉村虎ーがスキー ： キーなどに乗ろうものなら、 「甑女にあるまじき行為」であっ
2組を陸軍省に寄贈、陸軍ではとれを高田の53連隊にその研究 ・Tニのである。従つて、女子はもつぱらそりに乗つてあそんだり、
を委嘱したカ：、それから日本のスキ－熱は急、テンポに広がつて : 此にコ

いつたのである。 : その後、三崎スキー場カ：開拓され、現在は、郷土のスキーク

富山県では大正3年に、城端町の立野カ’原でスキー講習会が : ヲプの活躍と共に学童にも一般にも大いに利用されているが、

聞かれたのが愚初で、わが朝日町にスキーが持ち込まれたのも ・今日なおヤクツサンは、いろとりどりの美しい花のようなこど
同じ時期らしい。最初、警監官が学車を対象に、現在の宮本町 ； もスキーヤーがスロープを禍降し、転倒し、歓声をあげ、こど
国鉄踏切吋近の斜面倒用して講習を行なったのがその誕去で ： も天国さながらのにぎわいを呈している。
ある。それ以来、乙れを契機として当地方のスキー熱は急速に

上昇し、当時のスポ戸ツ愛好の教員や同好の士が相次いで新式

のスキーを調達し、サ 7ソウとスロープを滑降する勇姿がチラ

（表題写真は講師堂裏のこどものスキーj遊び風僚）

（編集寮員 間部留治）
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，
－

uhげ
h
A
b
b
J
H
L

〈

4k
t
J
J

’
！？
・
；
；
：．

、
）
：

1
・
1
、

ト
ヰ
J
J
凡
川V
u

l．仏
け
y
h
j

カ
地
t
泊

・パ
い
も
け
1
、
川
－二

た
こ
と
は
ス
ハ
リ
ハパ
・7

，」
・ニ
①’い
一正
た
J
．M
h
にハリ一

つ
に
山
に
町
民
の
仁

め
の
此
・
引
を
行
仕
っ
七
ほ

L
い
。
（
此
川
）

－一
ω一k
dに
れ
け
ず
．
・
什
ゅ
の
JM
Aソ
ル
は
引
き

一岨
す
よ
・
1

句
カ
L
た
い。

①
と
か
〈
肌
問
山
川
で
私
泌
を
見
が
ち
の

k
e、
J

，i
qが
、
川
V
州
む
従
・
れ

っ
た
川
例
代
で

h
V
L
b

子

‘
．
斗
サ
温
，
裁
律

a
Fト
号、
も

洋

哨

da
－－Eaa咽
司
司
；

’

E
E
d

，、4
・・・・・
F
a
－－－－
F
4
・・・・E
F
＝－EE
E
F
－－E・E・－E
a
－－E
E
Vaa
－－－－－
F
3

人
倫
の
泊
を
わ
ぎ
ま
え
、
き
び
し
く
向

i
」
を
批
判
し
、
附
利
の
み
で
叫
す
乙
こ
と

な
，
＼
社
九
・
り
お
初
凡
目別
た
し
、

山
l
」
円

行
動
に
H
M任
を
川
つ
け
，M
と
悩
院
が
山
市
ま

し
い
。

（

山

川
d

健
康
な
心
身
で

立
派
な
社
会
人
に

刊
さ
ん
は
、
今
日
IE

リ．派
に
．

人
仰
の
お

と
な
と
し
て
の
い
川
任
あ
る
山
一
か
を
踏
み

出
さ
れ
た
の
で
す
。

法
的
関
の
困
民
は
、
ま
ず
山
パ
〕
の
義
諸

‘，V
司

雄

目
：
込

書
割

・
聞
ih
4
E

、h
政
法

醸

a
－a竃
司
岨
可

行
司

一日

a－
司

‘

、

合

H
H

か一
凶
行
L
て
、
し

か
る
の
ち
脈
利
を
・
五
九
抗

さ
れ
る
五
－
－
J
。
し
か
し
、
あ
点
り
に
川
円

し
く
巧
え
す
ぎ
て
お
ざ
を
火
う
こ
と
な
く

引
み
足
む
安
た
に
し
、
叫
川
、

υw．d
刊
な
叫礼

会
人
と
し
て
・
下
さ
凶
く
に
め
ワ

や
れ
ば
・
で

き
る

ρ
η
U
2を
忘
れ
ず
に
j

，
e

、

一

－

ωNb耐
に
如
へ
け
七
い
る
が
、
必
UA
投
合
守

れ
ば
す
ぐ
手
を
川内
け
あ
う
・山
一が
よ
い
。

①
工
削
減
飢
任
し
て
た
辿
を．
使
利
に
し
、

刊
か
心九州
に
し
て
ほ

L
い
と
思
い
ま
す
。

｛向
川
）

．
 

｝

t

i
－

－
－
1
 

車

工

光

動
備
』
ド

自

聾

た

①
昨
け
は
き
ょ
う
の
刊
で
あ
る
の
Z
民
ど

お
り
に
、
二

1
年
の
%
引
の
上
に
あ
す
の

現
尖
子
大
き
な
円
・で
見
て
い
き
た
い
。

mw什
山
漁
と
い
う
こ
と
は
、
時
代
と
と
も
に

変
わ
る
と
い
ヲ
こ
と
を
認
め
て
も
ら
い
た

気、。
－
hv 
①
思
い
パ
ナ
a
舵
陥
法
的
制
川一員
任
な
態
度

•f てめあ l~f~ L'. Iると進 えさ
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ベいい
い．…

丈

一
一川
一百川
アザ了

小
トl
午
の
二
Y
ル

コ
一

J
，充
官
の
芯
そ
ん

く
る
こ
と
う

心
仲
間
制
の
充
火
U

（十八
家
正
）

①
地
以
す
べ
き
乙
と
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入

れ
て
川
え
．
制
一
杯
山
崎
・
き
て
い
A

ぎ
た
い
。

①
社
会
や
、
人
生
の
こ
と
な
ど
、
知
っ
た

よ
う
な
加
し
て
行
の
び
し
て
い
る
け
ど
本

中
l
は
何
も
知
ら
な
い
私
達
を
埠
い
て
く
記

官
』
い

c

①
．除
く
考
え
る
こ
と
な
く

…
本
以
に
つ
き

進
む
d

こ
れ
が
長
所
で
あ
り
、
ま
た
糾
一
山

で
も
あ
る
と
以

3
。

①
工
場
訴
技

（泊）
子順田寺

団体職員

自
己
の
力
で

豊
か
な
人
生
を

掛
か
し
い

一
九
七

O
年
に
成
人
を
迎
え

ら
れ
た
符
さ
ん
は
、
新
し
い
時
代
を
に
な

う
中
防
相
で
あ
り
ま
す
。

何
日
円
き
ん
自
身
も
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
杭

の
中
も
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
ま

す
。
こ
の
無
限
の
可
能
性
の
中
か
ら
何
を

選
法
す
る
か
を
、
内
己
の
責
任
に
お
い
て

決
定
で
き
る
乙
と
、
こ
れ
が
成
人
の
意
義

で
あ
り
ま
す
。

政
良
の
選
択
に
よ
っ
て
、
監
か
な
未
来

を
期
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
知
晶
、
経

験
と
制
祭
力
を
養
い
、
決
し
て
白
分
の
将

米
を
安
売
り
し
て
は
な
－つ
な
い
と
思
い
宅

す
。

（
伯
）柳

組
長
紡
場経
鳩
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い
よ
い
よ
、
所
料
税
の
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。

－
一
月
＋
六
日
か
ら
三
月
十

六
日
ま
で
で
す
か
ら
、
期
限
に
お
く
れ
な

い
よ
う
に
申
告
と
納
税
を
す
ま
せ
て
く
．
た

，‘
．、．
0

v
c
i
v
 
申
告
用
紙
は
、
前
年
所
得
税
の
か
か
っ

た
人
と
、
今
年
所
得
税
が
か
か
る
と
思
わ

れ
る
人
に
便
究
上
お
波
し
い
た
し
ま
す
が

用
紙
の
乙
な
か
っ
た
人
で
も
、
税
金
が
か

か
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
税
務
署
か
役
場

税
務
課
で
申
告
用
紙
を
も
ら
っ
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

税
金
の
か
か
る
人
で
申
告
さ
れ
ま
せ
ん

と
、
無
申
告
加
算
税
な
ど
余
分
な
税
金
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
民
税
・
事
業
税
の
申
告
も

－
一
月
十
六
日
ま
で
で
す

所
得
税
の
申
告
を
さ
れ
た
力
は
、

町
民

税
と
事
業
税
の
申
俸
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
の
方
は
、
必
ず
期
限

ま
で
に
申
告
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い。

お
手
も
と
に
申
告
用
紙
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
が
、
用
紙
の
来
な
い
方
で
も
、
所

得
が
あ
っ
て
巾
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ガ
は
、
役
場
税
務
課
で
用
紙
を
も
ら
っ
て

巾
告
を
し
て
く
だ
さ
い。

あ
な
た
の
財
産
は
？

課
税
台
帳
を
お
見
せ
し
ま
す

附
利
凶
十
五
年
度
回
定
資
産
税
賦
搬
の

話
協
と
な
る
土
地
家
出
及
び
償
却
資
鑑
の

側
額
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ
の
と

お
り
皆
さ
ん
に
お
見
せ
し
ま
す
。

一
）
縦
覧
の
場
所
朝
日
町
役
場

一
、
縦
覧
の
期
間
三
月
一
日
か
ら

三
月
二
十
日
ま
で

牒
地
に
つ
い
て
は
．

反
別
に
波
川
氏
が
な

け
れ
ば
昨
年
ど
お
り
で
す
。
宅
地
山
林
に

つ
い

τは
、
昭
和
四
十
五
年
度
価
額
が
附

和
三
十
八
年
度
価
額
に
比
し
て
上
昇
剖
合

が
一二
倍
未
満
の
土
地
は
、
昨
年
の
諜
税
附
m

m額
の

一
割
増
、．
一一的
以
上
八
前
氷
尚
は

二
割
増
、
八
倍
以
上
二
十
五
府
未
満
は
三

制
増
、
二
十
五
倍
以
上
は
四
割
用
と
な
り

牒
地
以
外
の
土
地
は
、
昨
年
の
凱
税
際
限

傾
よ
り
一
一
訓
な
い
し
凶
訓
の
哨
加
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
．
た
さ
い
。

近
年
に
な
っ
て
、
土
地
や
家
民
の
側
額

国

税

だ

よ

り

納
め
す
ぎ
た
税
金
の
還
付

源
泉
徴
牧
に
よ
る
所
得
税
額
の
還
付
の

た
め
の
申
告
倉
聞
は
な
る
べ
く
早
〈
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

給
与
所
得
者
で
、
四
十
四
年
の
途
中
で

退
職
し
た
人
や
、
四
十
四
年
中
に
磁
慣
失

医
療
費
控
除
、
災
笛
紙
免
法
に
よ
る
所
得

税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
入
、
あ
る

い
は
配
当
所
得
や
外
交
員
報
酬
に
対
す
る

税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
た
人
は
、
限
定

巾
告
が
」
し
て
、
政
終
的
に
税
金
山
制
抗
を

が
一
般
に
上
昇
し
て
い
る
の
に
、
現
在
す

で
に
決
定
さ
れ
た
価
額
が
、
時
価
に
比
し

て
低
す
ぎ
る
き
ら
い
が
め
っ
た
の
で
、
国

の
必
で
は
、
適
正
な
時
間
に
川
見
合
う
制
撤

に
す
る
た
め
、
今
年
度
は
昨
作
皮
よ
り
引

き
上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

家
出
に
つ
い
て
は
、
特
に
附
利
州
十
一

年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
の
後

に
新
築
さ
れ
た
家
屋
に
比
し
て
低
す
ぎ
る

の
で
、
自
治
省
の
方
針
と
し
て
、
昭
和
四

十

一
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
は
、
同

で
定
め
た
評
側
話
準
に
よ
る
鮮
側
額
（
本

則
評
価
額）

に
比
較
し
て
、
昨
年
の
決
定

側
舗
が
五

O
%未
満
に
な
る
低
い
家
屋
に

つ
い
て
は
、
本
山
部げ
側
稲
の
五

CMWま
で

川
さ
上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

但
し
、
引
き
上
げ
た
評
側
傾
が
昨
年
の
価

額
の
三
割
以
上
の
上
肝
心
構
に
な
る
も
の
は

急
激
な
税
負
担
を
ざ
け
る
た
め
、
開
定
的

に
昨
年
の
一

・
一一．的

ω州
側
に
な
っ
て
し
r

ま
す
。
そ
の
他
の
本
則
評
価
額
の
五

O
%

以
上
の
評
価
氷
幣
に
あ
る
家
屋
は
、
昨
年

の
伏
広
側
傾
を
も
っ
て
附
和
四
十
行
年
度

の
制
顧
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

将
米
は
す

べ
て
の
家
屋
が
本
則
評
価
制
に
な
る
予
定

で

す

。

（

税

務
諜
〉

5
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
税

金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

巾
化
口
内
に
は
、
給
与
支
払
者
の
認
印
の

あ
る
諒
泉
徴
収
阿
部
や
、
保
険
制
支
払
説
削

書
な
ど
の
証
拠
脅
・類
を
確
実
に
添
付
し
て

く
．
た
さ
い
。

中止
u
容
の
な
い
万
は
、
“
一
昨
税
務
署
所

得
係
（
電
話
魚
津
二
局

一
、
三
七
O
孫〉

に
電
話
ま
た
は
は
が
き
等
で
消
求
し
て
く

だ
さ
い
3

青
色
申
告
の
方
は

E
h
ω
に
決
算
を
燃
え
て
、
確
定
昨
自
作
引け

に
添
付
し
て
山
出
し
て
く
だ
さ
い
。

納農

税業

相所

談得 ，
関確 ！
催定 ）

案申’

内告
の

こ
と
し
も
農
業
所
得
制
談
を
次
の
と

お
り
開
山
い
た
し
ま
ず
か
ら
、
H
A
門
き
が

2

の
わ
か
ら
な
い
刈
や
所
得
額
に
焼
川
の

F

あ
る
方
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
州
相
談
く

F

だ
さ
い
。

九
な
お
、
時
間
は
い
す
れ
も
午
前
九
附

九
三
十
分
か
・
り
午
後
例
時
ま
で
で
す
。

4

1
H
M
 

、

－

ゴ

凶

μ

－
二
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

一

刷

出

町

役
勧

－－aw
z
’’tnu
l
l
t
u
u
y
，Ft
a
u
－’’
h
刊－zI
t
a
n
u
－a，，t
‘nuI
’’h
u
、．，
tanuuF
’

確
定
申
告
信
を
提
出
し
な
い
人
で
も
、

決
算
書
は
必
ず
脱
出
し
て
く
．た
さ
い
。

青
色
申
告
の
申
請
に
つ
い
て

間
利
凶
十
五
年
に
か
か
る
脅
色
中
刊
の

山
中
前
は
、
F

－一円
八
十
六
日
ま
で
脱
出
し
て
ど
．

だ
さ
い
。
な
お
、
乙
の
際
、
「
現
金
主
殺

の
特
例
を
う
け
る
屈
出
番
」
や
、

「
青
色

専
従
者
給
与
の
刷
出
窃
」
も
お
忘
れ
な
く

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
県
税
だ
よ
川
一
ー
一

農
耕
用
に
使
用
さ
れ
る

軽
油
免
税
証
の
交
付
申

請
は
早
め
に

農
耕
用
に
耕
う
ん
接
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等

を
使
用
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
動
力
に
用
い

ら
れ
る
燃
料
が
帳
州
で
あ
る
場
合
は
、山叩

請
に
よ
っ
て
免
税
軽
油
を
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

向
山山
川
肘
枕
ゅ
は
M
V
川
で
は
、
州
出
掛
引
船
ま

月
二
日

月
三
日

中
央
農
協
南
保
支
所

大
家
庄
牒
協

（
舟
川
の
川
東
地
庶）

大
家
圧
農
協

（
舟
川
の
川
問
地
医
）

山
崎
股
協

中
央
農
協
五
簡
庄
支
所

月
問
日

月
五
日

付
六
日

（
魚
印
税
務
署
）

る
前
に
、
こ
れ
ら
の
申
請
を
受
け
、
免
税

誕
の
交
付
を
い
た
し
ま
す
。
受
付
則
聞
は

三
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
で
す
か
ら、

遅
れ
な
い
よ
う
提
出
し
て
く
記
ざ
い
。

な
お
、
必
要
な
郎
諦
穏
諸
用
紙
は
得
院

協
に
送
付
し
て
あ
り
ま
ず
か
ら
、
盟
締
り

の
農
協
で
、
即
諦
域
内
作
成
要
領
な
ど
を
よ

く
問
い
合
わ
せ
て
、
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
税
は

固
定
資
産
税
四
期
分
で
す

二
司
二
十
八
日
（
土
）
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
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厚

生

年

金

保

険

法

が

1

1

一

一
｜
｜
｜
改
正
に
な
り
ま
し
た

l
L

改
正
に
よ
り
新
し
く
年
金
を
受
け
る
資
格
の

あ
る
人
は
早
く
請
求
し
ま
し
ょ
う

ひ

年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

今
回
の
改
正
で
、
初
め
て
老
令
年
金

を
受
け
る
人
の
平
均
額
が
月
二
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ま

ま
で
既
に
各
部
の
年
金
を
も
ら
っ
て
い

た
N
も
、
w
T
問
六
O
%
増
額
に
な
り
ま

し
た
。

老
令
年
金
の
受
給
対
象
者
が
広
大
さ
れ

ま
し
た
い
ま
ま
で
六
O
才
以
上
六
五
才
禾
満

の
在
鞍
者
は
、
老
令
年
金
を
受
げ
る
資

絡
（
註

ご

が
あ
っ
て
も
、
在
臓
の
た

め
支
給
を
止
申
ふ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
に
よ
り
、月、

一
八、

O
リ
O
円
以

下
の
給
料
で
あ
れ
ば
、
在
職
老
令
年
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
？
。

乙
の
々
々
に
は
、
裁
定
請
求
を
し
た
翌

月
か
ら
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
か
ら、

早
く
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

（低

一
〉
老
令
年
金
を
受
け
る
資
絡
の
あ

る
人
と
は
、
次
の
①
、
①
の
袈
件
符
満

た
し
て
い
る
人
で
す
。

①
厚
生
年
金
保
険
に
一

一C
年
以
上
加
入

し
て
い
た
人
（
川
憎
し
男
子
山

O
才
以

後
、
女
子
三
五
才
以
後
一
五
年
以
上

加
入
し
て
い
る
人
で
も
よ
い
。
）

凶
年
令
が
六

O
才
以
上
で
、
現
に
厚
生

年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
（

慢
し
年
令
が
六
五
才
以
上
で
あ
れ
ば

現
に
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
。
）

通
算
老
令
年
金
受
給
対
象
者
の
鉱
犬

(5) 

い
ま
ま
で
の
通
算
老
令
年
金
受
給
対

象
者
（
注
ニ
）
の
外
に
、
間
和
六
十
六

年
凶
月
一
日
に
五

O
裁
に
達
し
た
人
（

明
治
四
十
阿
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）
で
、
昭
和
三
十
六
年
凶
月
a

目
前
後
に
制
作
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て

い
る
期
聞
が
一

O
年
以
上
あ
れ
ば
支
給

さ
れ
ま
す
。

（注
一
己
通
算
者
令
作
金
を
A
X
け
る
資
絡

の
あ
る
人
と
は
、
次
の
①
、
①
の
盟
件

を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

①
厚
生
年
金
保
険
に
一
年
以
上
加
入
し

て
い
る
こ
と
。

①
年
令
が
六

O
才
以
上
で
あ
る
こ
と
。

高
令
者
の
加
入

再

開
（五
年
年
金
）

4
 
4

目

白

－

同
氏
年
金
制
度
が
で
き
た
昭

－一一

一
利
：
・
十
六
咋
当
時
加
入
し
な
か

咽

一
っ
た
布
令
者
（
則
前
．．． 
卜
九
年

駐

一
同
一
月
二
日
1
明
治
四
十
四
年
四

月

）
日
生
ま
れ
の
人
）
に
、

も

う

一
広
加
入
の
機
会
を
あ
た
え
る
た
め
、

五
作
年
金
の
仕
組
み
が
で
き
ま
し

r。

加
入
を
申
し
出
た
打
力
ハ
・代
ポ
間
保
険

料
を
納
め
、
そ
の
ψ
一
月
（
六
百
才
ネ
尚
の

人
は、

六
五
才
に
な
っ
た
凱
月
）
か
ら
年

金
を
う
け
ま
す
。

一
年
学
の
給
付
で
モ
ト

が
か
え
ん
J

リ
ク
ツ
に
な
る
乙
と
や
、
老
令

制
祉
年
金
（
七

O
才
か
ら
文
給
）
の
よ
う

に
、
本
人
ゃ
れ
山
子
の
所
科
に
よ
あ
文
給
制

①
公
的
年
金
制
度
に
二
五
年
以
上
加
入

し
て
い
る
人
（
但
し
国
民
年
合
制
度

を
除
く
他
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
は
こ

C
年
以
上
あ
れ
ば

ト
恥
い
）

障
害
年
金
受
絵
対
象
者
の
鉱
大

蹄
終
年
金
は
病
気
や
け
が
が
臨
り
、

そ
の
廃
疾
程
度
が
、
て
こ
級
の
重
一
紅

者
の
み
の
方
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
改
正
で
、
軽
作
業
可
能
の

三
級
廃
疾
者
ま
で
に
甚
大
さ
れ
ま
し
た

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
社
会

保
険
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

飢
…作
社
会
保
険
都
務
所

魚
津
市
本
新
町
九
O
附

電
話
魚
津
〈
O
七
六
五
）

二
同

ご

一

五
工
欝

（－M
山
県
伊
生
部
保
険
制
桝
）

制
限
も
な
く
、
給
付
会
う
け
る
附
則
も
什
十
い

と
あ
っ
て
、
災
施
州
か
ら
加
入
品
川
引
が
殺

到
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
加
入
申
込
み
さ

れ
な
い
万
が
相
当
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
ん
ハ
汀
ま
で
の
市
出
則
川
巾
に
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
が
加
入
し
、

作
余
に
結
び

つ
く
よ
う
、
県
や
町
で
も
当
婦
も
っ
と
も

重
要
な
し
ご
と
と
し
て
推
進
舎
は
か
つ
て

い
ま
す
。
古4
．
た
加
入
申
し
込
み
さ
れ
て
い

な
い
万
は
、

一
月
か
ら
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
単
く
加
入

の
申
出
さ
れ
る
乙
と
が
有
利
で
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
占
ま
し
た
・内
役

場
年
金
係
に
相
談
く
だ
さ
い
。

保

険

料

月

七

五

O
円

納
付
期
間
五
年
間

年
金
額
三
一

O
、

0
0
0円

’賀 t

j問

｜！箱：

間

五
年
年
金
の
保
険
料
は
五
年
分
ま
と

め
て
前
納
で
き
な
い
か
。

答

民
年
年
金
の
保
険
料
は
、
開
和
問
十

ムハ年
十
二
月
分
ま
で
前
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
訓
引
保
険
料
織
は
、
一
年
前
納

さ
れ
る
と
き
は
八
、
七
八

O
円
、
二
年
分

前
納
さ
れ
る
と
き
は

一
七
、

一
一
O
円
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
五
年
年
金
の
保
険

料
を
加
入
と
同
時
に
納
め
た
い
と
の
ご
製

望
も
あ
り
ま
す
が
、
加
入
則
附
中
に
崎
市

水
準
等
の
諸
事
情
に
応
ず
る
た
め
、
年
金

額
や
保
険
料
が
改
訂
さ
れ
る
ζ

と
も
予
怨

さ
れ
ま
す
の
で
、
前
納
は
附
和
四
十
六
年

十
二
月
分
ま
で
取
扱
う
こ
と
に
さ
れ
た
も

の
で
す
。

間

五
年
年
企
加
入
品
引
が
、
途
中
、
保
険

料
の
一

部
を
滞
納
し
た
場
合
は
ど
・
フ
な

る
か
。

答

一九
年
年
余
は
、
五
年
間
の
保
険
料
が

キ
チ
ン
と
み
ん
な
納
ま
っ
て
い
な
い
v
と
う

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
料
は
免
除

さ
れ
な
い
と
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、

必
ず
納
め
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

間

五
年
年
金
の
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に

し
て
納
め
る
の
が
よ
い
か
。

答

五
作
年
金
の
保
険
料
も
、

一
般
加
入

者
と
同
様
、
作
町
内
の
年
合
奏
出
ゃ
、
股

協
、
婦
人
会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

納
付
組
織
に
集
金
の
お
世
話
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

集
金
は
、
地
域
に
よ
っ
て
、
毎
月
、
一一
．ヵ

月
な
ど
種
々
あ
り
ま
す
が
、
保
険
料
が
月

七
五

O
円
と
相
当
高
額
で
あ
り
ま
ず
か
ら

で
き
得
れ
ば
縛
月
納
め
る
乙
と
が
で
き
る

ょ
う
、
抱
当
年
金
委
員
と
よ
〈
連
絡
し
、
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
．た
さ
い
。

（民
生
諜）

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
ヘ

交
付
金
の
請
求
は

お
す
み
で
す
か

引
崩
者
専
の
特
別
交
付
金
の
都
市
小
手
続

き
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
月
か
ら
受
付
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
引
拐
者
で
あ
り
な
が

ら
、
ま
だ
締
求
し
て
い
な
い
万
が
あ
る
よ

う
で
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
じり
は
セ
急
下

統
き
を
し
て
く
．
た
さ
い
。

本
年
三
月
三
十

一
日
で
時
効
で
す
。

請
求
手
紙
な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
役
場
民
生
説
陣
生
係
へ
問
い
合
わ
せ

く

だ

さ

い

。

（

民

生

課

〉

…
電

話

局

か

ら

…

電
話
の
配
管
工
事
を

お
忘
れ
な
く

ー

新
築
政
築
の
と
き

l

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
は
も
ち
ろ
ん
、
木

造
で
も
、
ぜ
ひ
．也
話
の
配
管
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
部
話
の
配
管
が
な
い
た
め

に
、
電
話
の
取
付
工
事
が
お
く
れ
た
り
、

み
っ
と
も
な
い
露
出
配
鯨
に
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
、

今
す
ぐ
に
い
ら
な
い
場
合
で
も
、
近
い
将

来
を
考
え
て
、
配
管
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ど
ん
な
配
宵
が
よ
い
か
、
の
説
明
治
は

電
話
局
に
も
朋
意
し
で
あ
り
ま
す
か
ら、

ご
入
用
の
万
は
ご
来
局
〈
だ
さ
い
。
無
料

で
克
上
げ
ま
す
。
（
杭
臼
電
報
電
話
局
〉

a斗
・
ヲ

I
1・



、，ノ
・・

円

hu

－H
〈
＝

も
っ
と

一
健
康
生
活
に
注
意
を
み
・

－

ど
ん
な
に
交
通
事
故
が
ふ
え
て
も
、
ド

ウ
フ
イ
バ
l
の
数
は
減
ら
な
い
し
、
喫
煙
が

一
肺
ガ
ン
と
関
係
あ
り
そ
う
だ
と
云
わ
れ
て

一
も
、
タ
バ
コ
の
宛
上
げ
は
仰
び
て
い
ま
す

亡
ま
た
町
肌
庄
、
心
臓
病
、
助
脈
艇
他
な
ど

一
成
人
病
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
特
｜

一
い
時
か
ら
の
生
活
態
度
が
影
響
す
刊
了

一
る
と
一
広
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

一一川

で
つ
に
私
た
ち
の
位
脱
告
に
鱗
錨

f

一
が
発
せ
ら
れ
て
も
、
向
分
だ
け
は
円

…
か
か
ら
な
い
、
死
な
な
い
と
の
過

τ

一
信
か
ら
按
け
出
す
こ
と
が
で
き
な

＝－
E

一
い
の
が
現
代
人
の
悲
し
さ
で
あ
る

十一
｜

一
か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

－

一

H

一

そ
ζ

で
、
昨
年
一
年
閣
の
当
町

川
一川

一
死
亡
者
の
原
因
を
調
べ
て
み
ま
す

川一
日

一
と
、
刊
%
以
上
の
人
が
成
人
病
で
日
寸

一
死
亡
し
て
お
り
、
高
血
圧
、
心
臓
区
一

U

一
病
な
ど
、
各
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
注
抱
一

E

L
Hす
る
こ
と
に
よ
り
防
げ
る
も
の
一
士

一
は
日
%
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
年
令

R

－
別
に
み
て
（
下
記
の
表
に
は
で
て
甘
h

…
い
な
い
が
）

、
働
き
ざ
か
り
の
四
一
｜川

一
O
才

t
五
九
才
ま
で
の
間
で
は
、
一

一
中
区
神
経
、
血
管
損
傷
と
心
臓
病

寸

一
が
原
因
で
死
亡
し
て
い
る
人
が
の
「

す焔の人特 でと社にので じす%i
か 人 他病に当陸い 会 、で あ健ゅ 。で i
ら検に検 35町康うをひすり康うい ー i
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水
上
絹
子
（
山
崎
五
）
、
山
本
修
（
泊

五
）
、
秋
山
幸
子
（
泊
六
）

、
長
田
美

也
子
（
山
崎
六
）

、
新
聞
説
（
大
家
庄

ム
ハ
）

〈
巾
学
校

v

t
u
m
尚
史
（
泊
一
）
、
鍛
治
弘
美
（
小

川
ご
、
坂
本
奨
子
（
問
）
、
広
川
康

子
（
問
）
、
小
沢
一
美
（
同
一
己
、
石

井
敬
子
（
同
）
、

林
雌
子
（
同
〉
、
堂

用
順
子
（
問
）
、
水
井
の
り
子
（
同
三

）
、
前
川
勤
子
（
問
）

、
雄
山
絹
子
〈

同
）
、
・
工
不
由
説
子
〈
同
）

〈
学
校
）

写
真

H
制
日
町
市
ぞ
め
大
会
の
棋
隙

－
l
知

っ

て

お

き

た

い

・

「

｜

｜

簡

単

な

法

律

L

入
学
期
と
戸
籍
の
問
題

家
峰
裁
判
所
で
は
、
的
年
入
学
期
が
近

く
な
る
と
、

一円
鮪
関
係
の
窃
件
が
目
立

っ

て
ふ
え
ま
す
。
乙
れ
は、

戸
籍
謄
本
を
と

り
よ
せ
て
記
蹴
の
ま
ち
が
い
を
発
見
し
た

り
、
ま
た
真
実
と
拠

っ
た
ま
ま
放
位
し
で

あ

っ
た
戸
籍
上
の
身
分
関
係
を
、
乙
の
機

会
に
訂
正
し
よ
う
と
す
る
人
が
多
い
か
ら

で
、
そ
の
お
も
な
も
の
は

ω子
の
氏
の
変
更

犬
山
仰
が
離
婚
し
ま

す
と
、
た
と
え
ば
、
附
則
に
よ

っ
て
氏
を

改
め
た
委
は
元
の
氏
に
か
え
り
ま
す
の
で

そ
の
母
親
が
子
を
引
き
取
り
養
育
し
て
い

て
も
、
そ
の
子
と
母
は
氏
を
異
に
し
ま
す

の
で
、
い
ろ
い
ろ
不
便
を
生
じ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
家
峰
厳
判
所
の
許

可
を
得
て
、
子
の
氏
を
改
め
る
と
と
が
で

き
ま
す
。

間
氏
名
の
変
更

氏
名
は
個
人
の
呼
び

名
と
し
て
、
婚
姻
な
ど
の
ほ
か
は
終
生
変

わ
ら
な
い
の
が
た
て
ま
え
で
す
。
し
か
し

a品
τ
7
t
n
L

氏
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
む
ず
か
し

す
ぎ
る
と
い
っ
た
や
む
を
得
な
い
理
由
、

名
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
同
性
同
名
で

ま
ぎ
ら
わ
し
い
と
い
っ
た
正
当
な
理
由
が

あ
る
と
き
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を

得
て
、
氏
名
を
変
史
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。ω戸
籍
の
町
生

一戸
籍
に
は
、
と
き
に

事
実
と
ち
が
っ
た
記
散
、
た
と
え
は
生
年

月
日
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
り
し
た
場
合
に

は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
戸
籍

を
訂
正
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
に
関
し
て
問
題
が

あ
る
場
合
に
は
、
め
ん
ど
う
が
ら
ず
に
手

続
を
と
り
、
戸
措
が
正
し
く
あ
る
よ
う
心

が
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
富
山
家
峰
裁
判
所）

図

書

館

だ

よ

り

〈
新
著
図
書
〉

日
本
の
名
著
（
刻
情
）
中
央
公
論
社

日
本
の
名
著
（
倣
削
怖
）

h
q

日
本
の
名
著
（
貝
原
益
肝
）

夕

日
本
の
名
苦
（
新
井
白
石
）

h
q

日
本
の
名
著
〈
繋
隠
）

h
q

日
本
の
名
著
（
福
沢
諭
七
日
）

。

日
本
の
名
著
（
巾
江
兆
民
）

h
q

日
本
の
名
諸
（
大
杉
栄
）
。

水
平
思
考
の
世
界
エ
ド
ワ
ー
ド
・デ
ポ
ノ

ス

パ

ル

タ

教

筒

石

原

慎

太

郎

原
色
日
本
の
美
術
（
原
始
美
術
）
小
学
館

日
本
の
詩
歌

中

野

重

治

日
本
の
詩
賦
（
俳
句
集
）

．聖
目
激
石
外

米

朝

上

方

結

語

選

肱

米

朝

さ

び

し

い

玉

隊

北

社

矢

内

灘

夫

人

玉

木

寛

之

人
斬
り
半
次
郎

・
池
波
正
太
郎

楽

天

大

将

遠

藤

間

作

坂
の
上
の
雲
（
て
二
〉
司
馬
遼
大
郎

銭

の

花

（

上

）

花

登

館

燕
小
閑
浮
悦
信
紙

宮
本

幹

也
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名当

米
の
生
産
調
整

の
は
な
し

(7) 

い
よ
い
よ
、
こ
と
し
か
ら
米
の
生
産
調

砲
と
い
う
こ
と
が
具
体
他
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
、
大
ざ
っ
ぱ
に
乙
の
事
に
つ

い
て
解
説
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
ほ
ど
米
作
股
家
に
と
っ
て
軍
大
な
局

面
は
未
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
と
忠
い
ま
す

ま
た
乙
の
取
は
、
あ
く
ま
で
行
政
指
摘
時
で

あ
っ
て
、
乙
れ
を
強
制
す
る
立
法
措
置
は

と
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
今

日
の
時
点
で
考
え
ら
れ
て
い
る
と
と
を
解

説
す
る
の
で
あ
っ
て
、
と
の
月
刊

「
あ
さ

ひ
」
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
手
に
入
る
時
点

で
多
少
遵
う
点
も
出
て
く
る
場
合
は
、
そ

の
考
え
方
に
改
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
決
ま
っ
た
こ
と
は
、
い

ち
早
く
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
報
道
さ
れ
ま

ず
か
ら
、
そ
の
報
道
を
正
し
く
期
解
し
、

納
得
し
て
、
そ
の
上
で
正
し
く
実
行
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
a

先
ず
第
一
に
、
米
が
余
っ
て
ど
う
し
よ

も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
調
整
目
標

数
量
と
は
米
の
減
産
露
で
あ
っ
て
、
面
積

は
一
応
の
め
や
す
で
あ
る
と
い
う
ζ

と
で

す
。
も
っ
と
端
的
に
云
え
ば
、
出
荷
を
減

ら
し
て
ほ
し
い
数
量
で
す
。
そ
し
て
圏
全

体
で
は
一
五
O
万
ト
ン
で
あ
り
、
面
積
は

三
五
万
絵
、
富
山
県
で
は
三
六
、
四
の

δ

ト
ン
、
面
積
は
八
、
O
一
O
B、
そ
の
面

績
は
岡
和
四
十
四
年
水
稲
作
付
面
的
の
一

O
、
七
二

%
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
は
奨
励
金
に
つ
い
て
で
す
が
、
休
耕

と
転
作
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
差
を
つ
け
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
転
作
に
は
普

通
転
作
と
特
別
転
作
が
あ
り
、
奨
励
金
は

休
耕
が
飯
低
で
あ
り
、

皆
通
転
作
は
休
耕

の
上
に
い
く
ら
か
加
算
し
、
特
別
転
作
は

そ
の
上
に
更
に
加
算
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
特
別
転
作
と
は
、
果
樹
、
桑

等
永
年
性
作
物
（
組
椋
も
含
む
）
を
作
る

場
合
や
、
畜
産
農
家
が
飼
料
作
物
へ
転
作

す
る
場
合
等
、
国
の
施
策
に
そ
う
場
合
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
こ
の
事
ば
、
た
と
え

ば
本
県
の
よ
う
に
、
米
の
単
作
地
初
で
あ

る
米
の
生
産
以
等
は
、
他
に
転
作
す
る
有

利
な
作
物
も
な
く
不
利
で
あ
る
か
ら
、
休

耕
と
転
作
の
設
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
陳
情
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

転
換
作
物
で
は
、
本
県
で

考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
次
の
よ
う
で
す

が
、
特
に
や
さ
い
に
つ
い
て
ぽ
加
給
の
バ

ラ
ン
ス
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

て
判
H

刈
飼
料
作
物
H
え
ん
ぱ
く
、
と

う
も
ろ
こ
し
、
テ
オ
シ
ン
ト
、
ソ
ル

コ
！

二
、
や
さ
い
作
物
H
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ

ト、

ナ
ス
、
ス
イ
カ
、
サ
ト
イ
モ
、

エ
ン
ジ
ン
、
J

ダ
イ
コ
ン
、
カ
ン
ラ
ン

ハ
ク
サ
イ
等

三
、
互
作
穀
物
H
・大
豆

凶
、
造
林

ま
た
、
作
物
を
選
択
す
る
し
し
に
お
い
て

は
、
次
の
事
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

一
、
労
力
に
余
裕
が
あ
る
か
、
ま
た
稲

作
労
働
と
の
競
合
に
烹
院
引
な
い
か

二
、
新
た
に
施
設
、
機
践
、
資
材
等
の

装
備
に
相
当
の
経
費
を
要
す
る
場
合

支
障
が
な
い
か
。

三
、
転
換
作
物
の
所
得
確
保
に
自
．伯か

あ
る
か
。

ケ
也
、
立
地
条
件
か
ら
み
て
適
応
性
が
あ

る
か
、
特
に
商
品
生
産
で
は
良
質
品

の
生
躍
が
可
能
か
3

玉
、
現
在
の
知
識
技
術
で
乙
な
せ
る
か

六
、
商
品
生
産
の
場
合
は
販
売
に
不
安

は
な
い
か
、
ま
た
販
指
削
絡

ω変
動

に
対
応
で
き
る
か
。

七
、
や
さ
い
作
で
は
、
既
凪
産
地
袋
団

の
計
回
生
産
に
合
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
る
か
。

次
に
転
換
作
物
・
の
泊
地
と
は
ど
ん
な

所
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

て
や
さ
い
作
H
市
川
聞
で
排
水
良
好
で

水
剰
使
な
る
こ
と
。
少
雪
地
穏
で
砂

雄
土
ま
た
は
嵯
土
で
耕
土
が
深
い
こ

と
。
ま
た
市
場
へ
の
輸
送
の
艇
な
る

こ
と
。
一
一
地
践
内
で
、

近
い
将
来
、

団
地
伯
、
陵
地
化
の
可
能
な
と
乙
ろ

二
、
背
刈
飼
料
作
H
緋
水
良
好
な
乾
凹

を
選
ぶ
こ
と
が
必
須
条
件
で
、
土
性

土
質
権
氷
の
便
不
便
は
そ
う
問
わ
な

、
。
－V
 
大
体
以
上
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
し

て
も
、
減
反
す
る
と
い
う
こ
と
は
雌
家

側
々
の
問
題
で
す
。
ど
う
か
じ
ゅ
う
ぶ

ん
考
え
て
、
碑
一
解
で
き
た
ら
．
正
し
く
実

行
し
て
く
．
た
J

じ
い
。

産

業

課

民
業
改
良
普
及
所
朝
日
支
所

警

察

署

だ

よ

り

カ
l
ス
テ
レ
オ
な
ど
の

盗
難
に
ご
注
意
、

鼠
近
、
自
動
車
の
ス
テ
レ
オ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
を
盗
ま
れ
る
被
害
が
ふ
え
て
い
ま
す

と
く
に
、
夜
間
路
上
駐
車
中
の
被
害
が

ほ
と
ん
ど
で
、
カ
ギ
の
か
か
っ
て
い
な
い

自
動
車
が
多
く
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
夜
間
車

庫
に
入
れ
て
お
き
、
道
路
や
空
地
な
ど
に

放
置
し
な
い
ζ

と。

車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
ド
ア
に

カ
ギ
脅
か
け
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
、
ヵ
1

ス
・テ

ν
ォ
、

カ
1
ラ
ジ
オ
の
メ
ー
カ
ー
、
製
造
ナ
ン
バ

ー
な
ど
の
特
徴
を
メ
モ
し
て
お
き
、
被
害

に
か
か
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
響
務
へ
聞
け

て
く
だ
さ
い。

捜
査
に
協
力
を

ち
か
ご
ろ
の
犯
則
持
者
は
、
自
動
車
な
ど

の
交
通
機
関
を
利
用
し
て
、
逃
げ
足
も
た

い
へ
ん
問
中
く
な
り
ま
し
た
。

こ
う
・
し
た
犯
人
を
揃
え
る
た
め
に
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
、
み
た
さ
ん
の
噂
い
届

け
出
が
、
き
め
手
に
な
り
ま
す
。

不
容
に
し
て
被
告
者
に
な
っ
た
の
、
ま

た
、
事
件
ぞ
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
と

き
は
、
車
く
一
一

O
帯
か
、

・近
く
の
派
出

所
、
駐
在
所
へ
と
辿
絡
く
だ
さ
い
町
。
犯
鮮

の
酬
は
読
は
、
犯
人
と
務
療
の
臨
争
な
の
で

す
。
櫛
燃
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
刷
け
出

が
め
っ
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
犯

人
に
追
い
つ
く
に
は
問
中
く
知
り
た
い
の
で

す。
あ
れ
は
た
の
ひ
と
ζ

と
が
、
事
件
解
決
や

と
ら
れ
た
も
の
を
と
り
も
ど
す
糸
口
に
な

る
の
で
す
。
間
接
犯
人
を
揃
え
る
と
と
に

結
び
つ
か
な
く
て
も
、
「
こ
ん
な
と
と
が

」
、
「
こ
れ
は
ほ
ん
の
診
考
だ
が
」
と
い

う
よ
う
な
さ
さ
い
な
乙
と
で
も
、
み
な
さ

ん
か
ら
、
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
知

っ
て
い
る
乙
と
を
、
あ
り
の
ま
ま
響
察
官

に
知
ら
せ
て
い
た
記
く
こ
と
が
、
一
蒋
捜

査
に
役
立
つ
と
と
に
な
り
ま
す
。

明
る
い
社
会
を
自
分
の
手
で
築
く
の
だ

と
い
う
深
い
と
理
解
を
い
た
．た
い
て
、
捜

査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

春
先
の
雷
害
事
故
に
ご
注
意

－
春
先
急
に
外
気
の
気
温
が
上
る
と
、
融

雪
が
短
時
間
の
う
ち
に
促
進
さ
れ
、
し
ば

し
ば
不
側
の
出
水
が
あ
り
ま
ず
か
ら
と
注

窓
く
だ
さ
い
。

－
ま
た
、
地
す
ベ
り
地
帯
は
気
温
の
上
昇

に
伴
い
、
融
雪
が
地
下
に
浸
透
し
て
、
今

ま
で
地
す
べ
り
を
停
止
し
て
い
た
地
面
が

動
き
出
す
乙
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
一戸障

子
、
誼
て
つ
け
、
態
な
ど
の
キ
裂
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

－
な
だ
れ
危
険
地
帯
で
は
、
特
に
小
中
学

生
の
登
下
校
に
保
護
者
が
引
卒
す
る
な
ど

と
注
意
く
だ
さ
い
。
（
入
普
驚
山
県
警
〉

一
相
談
コ
ー
ナ
ー
一

行
政
相
談
所

日
時
毎
月
第
一
月
剛
日

午
前
十
時
J
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
婦
人
会
館
（
臓
安
二
断
〉

担
当
行
政
相
談
要
員
川
上
第
一

（
朝
日
町
不
動
常
）

（
定
例
相
談
日
の
ほ
か
、
い
つ
で
も
相

談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
ず
か
ら
、
当

日
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
直
接
ま
た

は
也
話
な
ど
で
委
員
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
）
（
町
長
室
）

人
権
法
律
相
談

日
時
毎
月
第
三
月
曜
日

午
後
一
時
i
午
後
四
時

朝
厨
町
職
工
会
館

法
務
商
人
様
相
談
係

朝
日
町
人
権
擁
謂
委
員

ム
総
務
課
）

担場
当 所

朝
日
町
心
配
ご
と
相
談
所

日
時
毎
週
月
曜
日
（
祭
日
除
く
）

午
前
十
時

t
午
後
三
時

朝
日
町
婦
人
会
館
（
職
安
二
階
〉

心
配
ど
と
相
談
員
（
民
主
課
〉

担場
当所
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生
命
保
険
協
会
か
ら
の
贈
り
も
の

朝
日
町
で
は
、
ζ

の
ほ
ど
、
全
国
生
命

保
険
協
会
か
ら

「救
急
自
動
車
」

一
台
の

寄
贈
を
う
け
ま
し
た
の
で
、
二
月
一
日
か

ら
消
防
署
で
救
急
業
務
を
お
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

（写
真
左
）

救
急
自
動
車
が
出
動
す
る
の
は
「
朝
日

町
管
内
」
だ
け
で

ω災
符
等
で
負
傷
者
が
で
た
と
き

ω交
通
事
故
に
よ
っ
て
負
傷
者
が
で
た
と

晶
己ωた
く
さ
ん
の
人
が
集
る
場
所
で
の
緋
故

ω火
災
そ
の
他
突
括
的
な
事
政
に
よ
る
ぬ

働
お
よ
び
急
病
人
が
で
た
と
き

以
上
の
よ
う
な
、
緊
急
を
嬰
し
、
救
急

車
で
な
け
れ
ば
、
ほ
か
に
適
当
な
運
搬
万

法
が
な
い
場
合
に
出
動
い
た
し
ま
す
。

ひさ

連
絡
万
法
は
、
火
事
の
と
き
と
同
じ
く

あ（貯議長~~~）第174号

局
番
な
し
一
一
九
番

有
線
は
泊
一
二

の
五
番

「
場
所
」
、

「
氏
名
」
、
「
事
故
の
内

容
」
を
お
忘
れ
な
く
お
っ
た
え
く
だ
さ
い
ー

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
へ
お
た

す
ね
く
だ
さ
い
。

（
消
防
署
）

成
果
の
あ
っ
た

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

昭
和
四
十
四
年
歳
末
助
け
あ
い
運
動
を

実
施
し
た
結
果
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
凶

五
二
、
五
七
八
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、

こ
れ
を
恵
ま
れ
な
い
家
庭
や
施
設
入
所
者

長
期
入
院
患
者
に
お
諮
り
し
、
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

と
の
運
動
に
ご
協
力
く
む
ざ
い
ま
し
た

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
情
に
対
し
深
く
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（民
生
課）

一

善

意

の

窓

一

一
、
車
J

・枝
子

（高
山
）

一
円

持

金

問

二

O
同

一
、
広
僻
荘
牒
（
中
町
）

年
末
助
げ
め
い
大
売
山
利
益
の

一
部

五、

0
0
0円

一
一
、
腐
名
（
境
）

歳
末
た
す
け
あ
い

て

0
00
円

一
、
朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

社
会
禍
祉
事
業
に

一
、
八
日
会

社
会
福
祉
事
業
に

六
、
七

O
O円

一
、
際
問
栄
（
草
野
）
崎
谷

一
雄
〈
西
下

町〉

北口
江
守
照
（
草
野
）

蔵
末
た
す
け
あ
い
ア
ノ
ラ
ッ
ク

一
九
着

て
寺
松
ミ
リ
〈
西
下
町
〉

蹴
未
た
す
け
あ
い
衣
類
二
O
O点

一
五
、
七
三

一
円

よ

ろ

こ

び

の

人

マ
斑
草
野
H
佐
渡
粂
問
、
蛭
谷
H
川
合
芳

枝
マ
東
首相
野
H
H
岩
田
新
て
舟
見
日
凶
野
す

い
子

マ
山
崎
H
水
野
敏
明
、
入
者
町
日
背
回
雪

中文
a必
勾
‘

マ
平
柳
H
斉
藤
隆
義
、
蛭
谷
H
長
崎
満
里

マ
笹
川
リ
竹
内
忠
、
神
岡
町
H
高
井
三
枝

子
マ
横
尾
H
h
柴
田
義
彦
、
平
柳
H
藤
田
露
子

マ
平
柳
H
入
江
久
、
草
野
H
篠
田
美
佐
子

マ
泊
H
建
部
民
弘
、
的
H
九
野
木
盤
子

V
目
崎
H
前
川
秀
治
、
大
家
庄
H
勝
山
和

歌
子

マ
日
附
H
中
谷
紀
州
刀
、
符
附
H
水
向
精
子

マ
制
野
H
道
下
部
眺
、
品
川
開
市
H
大
江
文

子

け
V

脱
H
水
品
川m治
、
境
H
川
口
礼
美
子

V
山
町
H
良
介
雌
二
、
入
舟
町
日
米
以
和

子
マ
南
保
日
土
井
茂
、
沼
保
日
小
杉
俊
子

マ
何十野
H
松
川
晃
一
、
笹
川
H
長
井
将
校

vk円十野
H
古
江
一比
隆
、
長
野
県
リ
ヒ
条
孝

「イ
V
境
日
水
尚

一
勝
、
大
屋
H
南
保
郷
子

マ
境
日
山
岐
義
則
一、
県
都
市
ド
商
品
光
子

一一
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
」一

マ
荒
川

マ
山
崎

マ
叫
恵
下

マ
東
草
野

マ
東
草
野

マ
宮
崎

マ
招
保

マ
桜
町

マ
泊
一

マ
山
崎

マ
舵
谷

マ
宮
崎

マ
町
中野

マ
東
草
野

マ
蛭
谷

マ
藤
塚

マ
東
草
野

マ
笹
川

マ
道
下

マ
泊
マ
横
尾

マ
横
水

マ
長
野

マ
赤
川

マ
舟
川
新

マ
山
王

マ
平
柳

マ
不
劃
蛍

マ
沼
保

マ
沼
保

マ
南
保

マ
道
下

マ
沼
保

マ
横
尾

マ
横
尾

マ
金
山

V
窪
田

マ
東
草
野

沢
泉
熊
一
郎

久
我
口
富
夫

竹
中
英
夫

森
野
稔

水
嶋
春
雄

扇
谷
哲
郎

東
著
作

佐
々
木
降
雄

中
川
達
明

谷
降
義

長
崎
務
一

竹
谷
祐
容

篠
附
栄

寺
崎
重
謀

長
崎
努

山
岡
茂
久

犬
田
久
雄

長
井
巷
雄

梶
川
満

長
谷
友
二

村
上
務

板
本
正
雄

近
藤

一
雄

佐
渡
行
宏

藤
田
恭
一

森
岡
元
就

砂
田
利
明

川
上
哲

小
杉
直
範

加
賀
刺
夫

中
附
英
州

四
杉
正
仰

愛
場
博

近
藤
監

島
田
勝
義

鍛
治
登

石
井
登

松
田
儀
信

二二 二長三 ：長長長 二 長長 長ご長長長長長長二長長長二二度長 長三三三長長長長二二長
女男女男女男女兜関女女女男女男女女女男男開女男友女男男男女男男男男男女男男男
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代子り子 郎み

マ
山
崎

マ
宮
崎

マ
蛭
谷

マ
横
尾

マ
山
崎

マ
桂
田

マ
泊
マ
金
山

マ
境
マ
山
崎

マ一
ユ
枝
橋

マ
道
下

マ
殿
町

マ
南
保

マ
附
保

マ
大
家
庄

マ
東
草
野

マ
赤
川

マ
部
野

マ
境
マ
泊
V
横
尾

マ
南
保 「

♂
ぺ
な
J
K
1ヰ

谷
川
甚
進

水
島
み
よ

松
原
う
め

松
倉
は
な

久
保
田
智
恵
子

藤
田
建
樹

尾
山
吉
松

清
水
清
右
衛
門

水
島
イ
ク
エ

河
端
ク
フ

藤
聞
の
い

竹
中
消
太
郎

間
関
好
弘

器
問
く
さ

長
井
ち
い

伊
藤
義
銚

米
関
か
ず
ゑ

山
聞
き
ょ

在
団
組
法

水
島
れ
い

菅
井
富
次
郎

小
林
勇

小
椋
松
太
郎

〈七
O
才
〉

（
六
七
才
）

（八
五
才
〉

（
玉
八
才
〉

（
一
三
才〉

（
五
九
才
〉

（五一

一才
〉

〈八
八
才
J

〈
五
二
才
）

（
七
四
才
）

（七
三
才）

（
八
五
才
〉

（
二

一
才
）

（七
二
才
）

（七
八
才
〉

（
二
三
才
）

（五

O
才〉

（七
八
才）

（
七
回
才
〉

（
七
八
才
〉

（
七
五
才
）

（
六
九
才
〉

ハ
七
一
才
〉

八
朝
日
町
の
人
口
V

（十
二
月
三
十
一
日
現
在
）

男

九

、

三

八

七

人

女

一
O
、
七
八
六
人

計

＝

o、
一
七
三
人

ぽ

帯

数

五

、

O
阿
九
世
傍

一

先
月
の
交
通
事
故

一

…

（朝
日
町
管
内
）

一

件

数

七

件

一

一

死

亡

者

O

一

…

負

傷

者

九

人

…

一

編

集

兼

発

行

朝

日

町

役

場

一

一
印

刷

所

両

越

印

刷

一

一

送

料

六

円

一

一

定

価

六

円

一

一
郵

便

番

号

九

三

九

l
O
七

一


